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事
じ

例
れい

1
　高

こう

校
こう

2年
ねん

生
せい

のA子
こ

は、成
せい

績
せき

も優
ゆう

秀
しゅう

で、進
しん

学
がく

校
こう

に進
しん

学
がく

し、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

からやっていたテニス部
ぶ

に入
はい

り順
じゅん

調
ちょう

な学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

を送
おく

って

いたが、先
せん

輩
ぱい

とのいざこざから、退
たい

部
ぶ

してしまった。

　一
いっ

種
しゅ

の挫
ざ

折
せつ

感
かん

から、勉
べん

強
きょう

もはかどらなくなり、ストレス解
かい

消
しょう

と言
い

いながら、夜
よ

遊
あそ

びを繰
く

り返
かえ

し、いつしか中
ちゅう

学
がく

時
じ

代
だい

の友
ゆう

人
じん

とクラブに出
で

入
い

りするようになり、夜
よ

通
どお

し踊
おど

り明
あ

かしたり、

時
とき

には酒
さけ

を飲
の

んだりするようになった。

　ある日
ひ

、クラブで知
し

り合
あ

った仲
なか

間
ま

から、覚
かく

醒
せい

剤
ざい

を持
も

ち出
だ

さ

れ「これをやれば、すごい気
き

持
も

ちいいし、痩
や

せられるよ」と言
い

われ、周
まわ

りのノリと覚
かく

醒
せい

剤
ざい

を進
すす

めてきた仲
なか

間
ま

が異
い

常
じょう

にみえな

かったことから、覚
かく

醒
せい

剤
ざい

を注
ちゅう

射
しゃ

してもらい、たちまち虜
とりこ

になっ

てしまった。そして、学
がっ

校
こう

にも通
かよ

わなくなり、やがて仲
なか

間
ま

と

共
とも

に逮
たい

捕
ほ

され、学
がっ

校
こう

を退
たい

学
がく

することを余
よ

儀
ぎ

なくされた。

事
じ

例
れい

2
　高

こう

校
こう

1年
ねん

生
せい

のB男
お

は、学
がっ

校
こう

に対
たい

して熱
ねっ

中
ちゅう

できるものもなく、

漠
ばく

然
ぜん

とした大
お と な

人へのあこがれから友
ゆう

人
じん

に誘
さそ

われるがままに

日
ひ

々
び

夜
よる

の街
まち

に繰
く

り出
だ

すという生
せい

活
かつ

を送
おく

っていた。

　すでに、喫
きつ

煙
えん

経
けい

験
けん

があったB男は、友
ゆう

人
じん

から「依
い

存
ぞん

なんてし

ないし、タバコより体
からだ

に悪
わる

くないよ」という友
ゆう

人
じん

の一
ひと

言
こと

と、法
ほう

律
りつ

で禁
きん

止
し

されていることはわかっているが、強
つよ

い好
こう

奇
き

心
しん

と、い

つでも止
や

められるという甘
あま

い考
かんが

えから、大
たい

麻
ま

を吸
す

うようになっ

た。そして、大
たい

麻
ま

の多
た

幸
こう

感
かん

が忘
わす

れられず、いつしか携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

を使って大
たい

麻
ま

を購
こう

入
にゅう

するようになった。

　当
とう

然
ぜん

学
がっ

校
こう

には行
い

かなくなり、自
じ

宅
たく

で大
たい

麻
ま

を隠
かく

し持
も

っていた

ことから逮
たい

捕
ほ

された。

先
せん

輩
ぱい

の

お父
とう

さん、お母
かあ

さん、

悲
かな

しみますね。
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●薬
やく

理
り

作
さ

用
よう

によるもの

●入
にゅう

手
しゅ

目
もく

的
てき

によるもの

●取
とり

引
ひき

をめぐるもの

●生
せい

産
さん

性
せい

の低
てい

下
か

●労
ろう

働
どう

力
りょく

の減
げん

少
しょう

●犯
はん

罪
ざい

被
ひ

害
がい

の拡
かく

大
だい

●乱
らん

用
よう

者
しゃ

の更
こう

生
せい

のための社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

費
ひ

用
よう

の増
ぞう

大
だい

フラッシュバック

人
じん

格
かく

の変
へん

化
か

社
しゃ

会
かい

不
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